






1 目的

　Traction test(ひき起し検査)は,旧くより乳児発達診断検査として広く行わ

れている手技である。その方法や評価法は様々であるが,頸定の程度の判断に

用いられることが多い。従って主に生後 3-4 力月での乳児検診で多用される。

しかし,この時期にはまだ頸定が進んでいない児も無視し得ない割合でいるし,

その多くは正常な児であり,この反応のみでは多くの情報が得にくいように見

える。その評価方法も一定せず,本法は発達異常児診断の－スクリーニング手

段としての価値を出ていなかったのではないか。


